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新学期が始まり、学校生活も活気を帯びてきています。生徒の皆さん、

中間考査の取り組みはどうでしたか？ 自分自身に「Good job！」と褒め

てあげられましたか？ 

中間考査を終え、これから部活動の「新人戦」、そして来月には「文化祭」と、成長の機会が目

白押しです。中には「あれもこれも沢山あって、どうしていいかわからない！」と感じている人

もいるかもしれません。でも、大丈夫です。君たちならできます！ 

もし「次の試合で絶対に勝ちたい！」「〇〇高校に進学して、△△で頑張りたい！」など、自分

の目標として強く「やりたい！」と思えるものを見つけることができれば、部活動や様々な行事

は、大変でも自分を成長させるためのチャンス（手段）に変わります。 そして、「やりたいこと」

を実現するために「宿題は帰宅後すぐにやって、○○のための時間を作り出そう！」や「朝は、

早起きをして町内を走り、体力アップを目指そう！」など、更に技術を高めようとしたり、弱点

の克服に向け計画的に取り組むことができるようになり、時間の使い方までもが上手になります。 

ここで、｢やりたいこと｣が、考える力と行動を生み出す流れをシミュレーションしてみましょう。 

たとえば、「部活動で県大会に行きたい！」「そして次のテストで目標点を達成したい！」とい

う 2 つの目標が生まれたとします。すると、心の中には次のような問いが浮かんできます。 

・両方を目指すなんて無理なんじゃないの？ 

・どうすれば、練習時間と学習時間を作り出すことができるのだろう？ 

・効果的に取り組むためには、何をどうすれば良いのだろう？ 

・チームみんなで同じ目標に向かって頑張るには、どうやって声をかけ合えばよいだろう？ 

・練習時間を確保するために、短い時間で集中して勉強するにはどうすればいいだろう？ 

・家族や仲間に応援してもらうには, どんな生活習慣を心がければいいだろう？ 

このように、「やりたいこと」を実現しようとするとき、皆さんは自ら問いを立て、どんどん思

考を巡らせ考え、積極的に行動するようになります。その過程で、好きなことだけでなく「苦手

なことからも逃げずに取り組むことの大切さ」にも、気づいていくはずです。 

10 年後、20 年後にどんな自分になりたいかという大きな目標が持てれば素晴らしいですが、

目指したいものや夢は成長とともに変わっていくものです。まずは「今、何をしたいか」を考え

るだけでも、人は大きく成長できます。 

ただし、１つだけ大切な注意点があります。それは

「わがままにならないこと」です。「やりたいことだけ

やったら、その他のことはやらない！」や「私には関係

ないから、これはやらない！」という姿勢では、結局嫌

なことや苦手なことは克服できず、周囲からの信頼も

失い、せっかくの成長の機会を生かす事ができません。 

本当に大切なのは、周囲への「感謝の気持ち」を持ち

ながら、どうすれば目標を実現できるかを考えて実行

することです。 

花とみどり 第１４号  

「やりたい！」と強く思えるものを  
 見つけて、大きく成長しよう!!  



これから取り組む、中間考査の振り返りや、文化祭などの行事そして部活動等は自分を高める

最高のチャンスです。苦手な事にも、感謝の心を忘れずに、「やりたいこと」を実現するために挑

戦し、一歩ずつ前進していきましょう。皆さんが大きく成長していく姿を楽しみにしています。 

庄内中のみんな、がんばれ！ 

① 強み： 数学における圧倒的な得意意識と粘り強さ 

教科の中では特に数学において、全国平均を大きく上回る自信と学習意欲が見られました。 

特に以下の質問では、なんと全国の平均を２０パーセントほど上回っていました。 

•数学への得意意識：「数学が得意」と答えた生徒が 68.7%、「好き」と答えた生徒が 74.7%でした。 

•理解度の高さ：「授業内容がよく分かる」と答えた生徒は、なんと 91.6%達していました。 

•主体的な学びと記述への挑戦：今回の学力調査の数学の記述問題で、「最後まで書こうと努力

した」と答えた生徒が 74.7%であり、粘り強く取り組めたことが分かりました。 

※国語の記述問題でも 90.4%の生徒が最後まで努力できたと答えています。 

② 課題：家庭学習習慣の欠如と、長時間のスマートフォン利用 

学校で意欲的に学ぶ一方で、家庭での学習習慣や生活リズムには大きな課題が感じられました。 

•平日の学習時間が「ゼロ」の生徒の多さ：平日に「授業以外で全く勉強をしない」生徒が何

と 19.3%。学習の定着を考えると、やはり家庭学習は必須です。頑張ってください。 

•スマートフォンの長時間利用：平日にスマートフォン等で SNS や動画を「4 時間以上」視

聴している生徒が 33.7%（約３人に１人）。これは、改善の余地ありです。 

•規則正しい就寝ができていない：毎日同じくらいの時刻に「寝ている」と回答した生徒が 30.1% 

であり、スマートフォンの長時間利用が夜間の生活リズムに影響を与えている可能性が懸念されます。 

•２人に１人が・・・：日常の読書習慣が全くないと答えた生徒は、なんと 47.0%。SNS 等

の利用が進み、今の高校生や中学生は読解力が低下しているといいます。大きな課題と考えます。 

③ 全体を通して：将来の夢・目標の希薄さ 

前回の通信でお知らせしたように、生徒達は、とても高い自己肯定感や利他意識（自分だけで

なく、周りの人の幸せを考えること）を持つ一方で、「将来の夢や目標を持っている」に対しては、

「当てはまらない」と答えた割合が全国に比べて高めです。自分が将来どうありたいかという具

体的なキャリアビジョンを描ききれていない生徒が多いように感じられました。 

 

 

 

 

 

 

〜全国学力・学習状況調査「各教科」等の結果から見えた
子どもたちの強みと課題〜 


